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 訪問看護の依頼は、病院相談室や地域のケアマネ

ジャー、診療所の医師や看護師、時にはご本人やご家

族様からの直接電話もあります。

 ある日、大学病院の相談員さんから80代の林さんと

いうCOPD、脊柱管狭窄症の女性について相談の電話

がありました。林さんは、CO2ナルコーシスで呼吸停止

して緊急入院、現在は抜管されているが、終日酸素投

与、夜間NPPVの装着が必要な状態で、腰痛により介

助がないと起き上がりも難しく、退院願望が強いが無理

なのではないかと思っている、とのことでした。電話だけ

では判断が難しかったため、退院前カンファレンスの開

ジャーさんと保険サービスの導入について、打ち合わせをしました。

 退院日当日、林さんの家にお伺いしました。食事やトイレなど、生

活の動線を意識してNPPVや在宅酸素機器を配置し、それからマ

スクの着脱を練習しました。訪問看護ステーションは24時間連絡

がつくこと、相談でもいいから困ったら必ず電話して欲しいことを

念を押して説明し退室しました。

 その夜、NPPVの装着ができずパニックになった林さんから、緊

急コールが鳴りました。すぐに訪問した所、マスクを手に持ってベッ

ドに座っていました。装着を手伝い、外し方を練習して、翌朝また来

る事を約束して退室しました。翌朝訪問時「あの後はぐっすり眠れ

たよ、来てくれてありがとうね」と林さんは満面の笑みで言いました。

 サービスを利用しながら、食事や入浴など、少しずつ林さんの望

んだ在宅生活を送る事が出来るようになりました。病院では自力

での歩行は困難でしたが、積極的な疼痛コントロールや林さんの

リハビリの頑張りで、徐々に自立して動けるようになっていきまし

た。活動量が上がるにつれ、酸素化も改善し、日中は酸素なしで生

活出来るようになりました。

 今は、本人の「家の外へ散歩に行きたい」という希望に沿ってリ

ハビリを計画しています。
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なにがなんでも家で暮らしたい

催を提案し、開催する事なりしました。

 退院前カンファレンスでは、医療者間で現状共有をし

たあとに、御本人と話しました。近所の友達と話をするの

が好きなのに酸素を一生付けなければならないため外

出できないこと、NPPVの着脱を自分でできるか不安な

ことなど、林さんは涙を浮かべながら話されました。一方

で、長く住んでいた家で過ごしたい、自分の家のベッドで

寝たいという思いを強く話されました。病院でしかできな

い治療は全て終わっていること、そして何より、林さん

自身が強く退院を望んでいることから、まずは退院する

方針となりました。退院までの数日の間に、ケアマネ
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